
 
 

 

 

 



アメリカ報告 

 １２月１５日～１８日の日程でアメリカ・オハイオ州にホワイトオーク・ブラックウオールナット原木

の仕入れに 11年ぶりに出かけて来ました。 

 出帳の日程は以下です。 

１２月１５日（月曜日） 中部国際空港     デトロイト 

   ＤＬ６３０    11：20ＡＭ 発     10：02ＡＭ 着 

            デトロイト       デイトン 

   ＤＬ４０３０   03.41ＰＭ  発     04:42 ＰＭ   着 

空港より約 1時間 20分 車で移動 

現地近くのホテルにて滞在 

１２月１６日     検品 

      検品終了後空港近くのホテル宿泊 

１２月１７日       デイトン      デトロイト 

  ＤＬ４０６７    01：25ＰＭ 発    02:33   着 

             デトロイト     名古屋 

  ＤＬ６２９     03：30ＰＭ      07：50ＰＭ 着 １２月１８日 

 アメリカ国内の広葉樹原木の実情はオーク・ウオールナット共に値上がりしています。そして木も細く

なり品質低下は著しい状況です。 

 その中でホワイトオーク 15本とブラックウオールナット 2本の合計 17本・４０フィートコンテナ１台

を買い付けて来ました。 

   検品する小生                          商い成立後握手する。 

       飛行機内のモニター                  デトロイト国際空港 



 買いつけてきたブラックウオールナット原木とホワイトオーク原木です。（一部です。） 

 

 



 今年の目標と将来 

はっきりとした目標、ぼやっとした目標、色んな目標が有りますが、はっきりしているのは、近い将来 

人手不足、天然資源の大幅な値上がり等やっかいな問題が襲い掛かって来ることだろうと思っています。

その時右往左往しない会社で有る事は最低条件だと思っています。その最低条件をクリアーしていなけれ

ば多分以下の目標なんてクリアーするはずは無いと思います。 

1、 子供が継ぎたいやりがいの有る会社。 

2、 世間から役に立っている会社。 

3、 従業員の正当な労働に正当な報酬で報える会社になる事。 

4、 服部商店に勤めてみたいと思える会社にすること。 

5、 労働生産性が飛躍的に改善した会社。 

 色んな目標が有りますが、この目標をひとつずつクリアーする以外に将来展望が開けないと思います。 

と言うのは父が亡くなって１２年ですが、その１２年の年月の中で大きく様変わりしたことが有ります。

それは得意先の廃業です。古い得意先は極一部を除いて９０％以上無くなりました。 

 確かに政府は企業も新陳代謝『倒・廃業』をしないと経済は活性化しないと言いますが、そんな単純な

事ではないと思います。みんな生活もかかっているのです。生きるか死ぬのかの問題だと思います。 

服部商店は今年法人改組して５０年目のおめでたい年です。又小生は社長になって２０年です。会社の

発展は小生の義務なのでこれは目標では有りません。 

今年最大の目標は人手不足対策だろうと考えています。具体的にどうするのと聞かれても、少しは企業

秘密の所も有るので皆様には言えませんが、その目標を達成できれば来年２０１６年以降に服部商店の一

層の発展につながると思います。 

今年の服部の大きな路線変更は有りません。それよりもっと無垢材を極めることこそ社業発展につなが

るはずです。 

無垢を極めるとは何を意味するかは、暗中模索では有りますが、服部商店の社訓の中に以下の言葉が有

ります。 

『売れる物より消費者から欲しがられる物を作るのが使命で有ります。必要な方に必要な形で提供して

いくのが仕事であり、服部商店はあらゆるお客様の多種多様な要望を聞き、適切にアドバイスをするのも

我々木材のプロの責任であると考えています。』 

このフレーズの中に適切にアドバイスと言う言葉が有りますが、アドバイスが新たな売り上げを生むの

ですが、それは具体的に何をするのか、消費者から見てどんなアドバイスが必要なのか、不明確なことだ

らけだと小生は考えていますが、この事を実現する仕事が見えてきて欲しいと思います。そうすれば以下

の問題の解決のヒントになるに違いないと思います。 

 小生のこれから残りの人生の最大の目標は後継者の育成です。小生には二人の息子はいますが、２４歳

の長男は大学院を今年卒業しますが、木には全く無関心です。二男は１５歳です。まだまだ先は解りませ

ん。 

血縁関係で後継者が育つ方がやりがいは有りますが、二男が小生の後を継いでくれたとしても直接小生

からバトンタッチは不可能かもしれません。その事も十二分に考え、従業員の教育もしていますし、もっ

と積極的に行動するつもりです。 

２０１５年は皆様も良き１年になるようにお互い頑張りましょう。 

 

                              


